
　冒頭から？？な方もみえるかと思います。
環境関連にかかわっていないビジネスパーソ
ンでNature positive（ネイチャーポジティ
ブ）・30by30（サーティー　バイ　サー
ティー）という言葉を知っておられる方は1割
ぐらいでしょうか。Nature positive とは
「自然再興」と訳され、自然生態系の損失を
食い止め、回復させていくことを意味する言
葉です。この考え方は、2021年6月G7サ
ミットで「2030年までに生物多様性の損失
を止めて変転させる」を確認し、
2022年のCOP15において「昆
明・モントリオール生物多様性枠組
み」が採択されたところから出てき
ました。3年、5年後には脱CO2/
カーボンニュートラルと同じぐらい
市民権を得ていなくてはいけない
大切な言葉であり、当然30by30
はアイスクリームショップではあり
ません。
　2023年3月7日の環境省HPに
も揚がっている目標として「2030
年に国土の30％以上を自然環境
エリアとして保全する」という
キャッチコピーが30by30です。
「気候変動への対処は必要だが、
生物多様性の喪失に対処するには

ビジネスチャンスが生み出されるでしょうか。
　脱CO2，カーボンニュートラルは10年、15
年の時間をかけて、社会要求・生活環境の変
化への取り組みが経済活動（ものを生み出す
経済）の変化をもたらすこととなり、ビジネ
スチャンスとなりました。2030年まであと
7年、2040年までは17年しかありません。
それまでに今のカーボンニュートラルの社会
的、経済的活動の上にネイチャーポジティブ
の経済的負担の活動がスムーズに入ってこら

れるのかが疑問に感じるところで
す。特に30by30はおそらく経済
的負担が増えるだろう割に、それに
見合うビジネスチャンスは難しい
と思えます。国内の自然を考えた
ときに陸地（森林関連）は農林水
産省、海（海岸）は国土交通省とい
う枠組みの中で、どのような連携を
もっていけるかが課題かもしれま
せん。
　ゴールポストを動かすことが無
く2030年、2040年にその目標
を達成することが、カーボンニュー
トラルと同様に重要だと、世界で根
付いて社会的・経済的なムーブメン
トとになっていくことを期待したい
と思います。

不十分」との議論からの目標です。
　2030年に生物多様性の損失を止める、こ
の考えに異論はなく重要なことです。ただ、
「世界で3億9000万人の雇用創出、年間
10.1兆ドル規模のビジネスチャンス」と謳わ
れていることには“えーっ”と思わざるを得ま
せん。これを日本のスケールに落とし込んで
考えたときに2030年での30％の目標、も
しくは2040年のポジティブ（減少から上昇
へ反転）をもたらすことに、そのような大きな
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【Nature positive???  30by30  WHAT？】

（みっちー）

世の中にあふれている『えぬ』って？
教えて !

カワセミ先生
Vol.82測ってみよう!測ってみよう! 探検隊

台風や局地的豪雨による突然の雨、
ｐHはいくつくらいなんだろう？

　脱CO2/カーボンニュートラルは今回の記事で

触れたように、地球温暖化や酸性雨の問題からも

避けられない重要な地球の課題ですよね。弊社

HPのTOPページも「サスティナビリティ」とい

うカテゴリーを設け

取り組みなどを掲載

しています。またよ

ろしければご覧くだ

さい。

　この子たちは、私の愛犬のフィーナちゃん（黒い方）とソラ君（茶
色の方）です。最近の私の癒しは実家にいるこの2匹と遊ぶことです。
実家は志摩の浜島にあり海岸が近く、帰った際には一緒に散歩に行
くことも楽しみになっています。ソラ君は、昨年の秋にお迎えしたの
でまだ1歳なのですが、物おじしない性格で、なんにでも興味を示し
ています。フィーナちゃんは超マイペースな性格で元気いっぱいのソ
ラ君を少し迷惑がっています。そんな2匹の掛け合いを見ているの
も可愛くて私の癒しとなっています。皆さんの癒しはなんですか？

　我々分析会社ではn＝2（えぬに）で分
析、n＝3（えぬさん）で排ガス試料採取
といった具合に、ｎ数（えぬすう）を当然
の如く使うけど、そもそも『ｎ』ってなん
だろう。『ｎ』とは、統計学でいうところ
のnumberの頭文字を取ったもので「サン
プル数（標本数）」を示すものなんだ。n

＝2で分析ということは同じ試料から2サンプルを分取して
分析をするので分析する数は2検体となるよ。濃度のばらつ
きが大きい分析試料など、平均を取って結果報告が必要な場
合などに使われるよね。
でも写真のように大文字
で表記される『N』は
「母集団」という意味に
なるんだ。同じ『えぬ』
でも大文字と小文字では
意味が異なるので、間違
えないように気をつけた
いところだよね。

　近年天気予報の精度が格段に上がったとはいえ、突然の雨に
は困らされることも多々ありますね。ふと、pHっていくつくらい
なんだろうかと疑問に思い、測ってみることにしました。

　通常の雨は、大気中の二酸化炭素が溶け込むことによって pH5.6前後を
示すことから、pH5.6以下の雨を酸性雨と言っています。しかし、今回採取
した時の局地的豪雨は、海洋で急速に発達した積乱雲による雨だったため、
台風のときに比べてかなりpHが高くなっていました。ここ四日市は海沿い
でもあるため、海洋由来イオンの影響によって、中性側へ傾いたと考えられ
ます。降り出してから採取を開始するまでの時間も重要なファクターと思わ
れますが、今回は降り出したタイミングでの採取はできませんでした。いろ
いろ測ってみると夏の自由研究になるかもしれませんね。

台風時（2023.8.16 採取）
局地的豪雨時（2023.8.23 採取）
R2 年度　8月全国値　※環境省データ

5.3
6.1

4.41 ～ 5.27

ｐH 採取時間
降り出しから 5時間以上後
降り出しから 10 分後

不明

出典：環境省ホームページ（https://www.env.go.jp/content/000116996.pdf）

出展：第六次環境基本計画に向けた基本的事項に関する検討会 第 2回資料：環境・経済・社会の状況と環境政策の展開の方向について（2023、環境省）

脱炭素社会への移行
（カーボンニュートラル）

循環経済への移行
（サーキュラーエコノミー）

自然再興の取組
（ネイチャーポジティブ）

天然資源採掘や
製品の製造・廃棄等
に伴うGHGの削減

資源循環のニーズ拡大・
再生資源の価値向上

持続的な資源の供給確保

資源の循環利用による
自然資本の持続性確保

気候変動に伴う
生態系への損害・損失の抑制

■ネイチャーポジティブの取組には、気候変動対策や循環経済への移行とのシナ
　ジーもトレードオフもあることから、3要素を統合的に考えることが肝要。

気候変動、資源循環との統合的な取組の必要性

炭素の吸収源・
適応の強化


